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初級英語学習者を対象としたコーパス利用学習の試み
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Corpus-Based Language Learning for Beginner-Level English Learners

 

Kiyomi CHUJO ,Chikako NISHIGAKI , Masao UTIYAMA and Atsushi YAMAZAKI

Technology is changing our world and provides us with new tools for learning. Using high-speed
 

computers,it is now possible to use a Japanese-English parallel corpus in the classroom as a means to
 

develop vocabulary and understand language structures in real language contexts.To take advantage
 

of the potential strengths in data-driven learning,we combined a Japanese-English parallel corpus with
 

a CALL program to produce a set of corpus-based lexico-grammatical learning activities for beginner
 

level English as a foreign language learners.This paper will provide an overview of this corpus-based
 

CALL program and a case study including classroom implementation and student responses to the
 

program.It was found that students were able to expand their vocabulary and understand the system-

atic patterns that lie behind English and Japanese words.Questionnaires indicated that students enjoyed
 

this corpus-based learning environment with a sense of achievement and autonomy,and expressed an
 

interest in continuing to use it as a convenient language learning tool.
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１.はじめに

コーパスを利用した学習は一般にData-Driven Learn-

ing（DDL：データ駆動型学習）と呼ばれている。日本大

学生産工学部では，2004年度に続き2005年度もCALL

授業に日本語対訳のついた日英パラレルコーパスを活用

するDDLを取り入れている。授業で使用しているコー

パスは情報通信研究機構により公開されている読売新聞

の日本語文と Daily Yomiuriの英語文を対応付けた日

英パラレルコーパスである 。検索ツールは二言語コン

コーダンスプログラムのParaConc を使用している。

2004年度のコーパス活用授業の目標は，１)有効な英語

学習ツールとしてのコーパスに慣れ親しむ，２)語彙の

多義性 に対する気づきを導く，そして３)語彙の

量的拡大」と「質的深化」を可能にすることであった。

英語の苦手意識の強い初級学習者はコーパスの大量の英

語テキストを見ただけで圧倒されがちであるが ，日

英パラレルコーパスの場合は，日本語対訳があるので，

英語初級者の苦手意識も緩和され，興味を引き出しなが
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らDDL学習を進めることが可能となっている。また，

DDLに取り入れたペア学習は授業に活気をもたらし，学

生にも肯定的に受け入れられた。2004年度の実践から明

確になった課題は，１)語彙定着のための時間配分や，

２)語彙定着効果の測定方法の工夫ということであっ

た 。2004年度の指導実践の詳細と開発した語彙指導用

タスク，および解決すべき課題は中條・西垣・内山・原

田・山﨑（2005）に報告した 。

本稿の第１の目的は，2004年度と2005年度の実践か

ら得られた知見を活かして，DDLをシラバス（授業計画，

指導計画）にどのように位置付けて授業を行なっていく

か，シラバスデザインについて 察することである。第

２の目的は，2004年度の反省を踏まえ，2005年度に新た

に構築したシラバスに基づいて授業を行ない，学習者が

コーパスの使用に対してどのような反応を示し，どのよ

うな学習効果が生まれたかを報告することである。

以下では，２節において，１)英語初級者を積極的に学

習に取り組ませるためにどのような視点からCALL授

業を行なっているか，２)CALLとDDLのそれぞれの

特性は何か，３)どのようにCALLとDDLを組み合わ

せると学習者の英語力をより有効に高められるシラバス

デザインが可能かを える。３節では，構築したシラバ

スに沿って実施した2005年度の指導実践について述べ

る。４節では，実践結果の報告とその 察を行なう。５

節では，今回の指導実践を通して明らかになった新たな

課題について述べる。

２.CALLとDDLを組み合わせたシラバスデザ

イン

コーパスを利用して「何を」「どのように指導するか」，

英語カリキュラムの枠組みの中で現実の教育目標の達成

に資するコーパス学習活動を「どのように有効に位置付

けるか」は，学習者のニーズや英語習熟度などによって

異なる。シラバスをデザインするにはこれらを明確にす

る必要があるので，最初に学習者のニーズ分析を行ない，

学習者の実態を把握する。次に，ニーズ分析の結果に基

づいて実施しているCALLシラバスの現状と問題点を

検討した上で，DDLを行なう利点を えていきたい。

2.1 ニーズ分析と指導目標の設定

シラバスデザインは，どのような学習者を指導するの

かというニーズ分析から始まる 。４月に学習者の英語

学習の「必要性と要望」および「英語習熟度」を調査し

た。その結果，授業実践を行なう学習者は，１)英語は苦

手と思っている，２)資格試験は重要だと思っている，

３)英語力の現状は推定TOEICスコア230点である

が，目標は450点以上を希望している，４)「聞く・話す」

の音声英語に対する自信が低い，５)語彙力が不足して

いる，６)嫌いな文法を理解して英語力を向上させたい

と願っている，７)コンピュータを利用した英語教育に

興味がある，８)高校の英語授業は面白くなかったが大

学の授業には期待している，ということが明らかになっ

た。以上を 慮して，大学１・２年生の一般英語の指導

目標を「コミュニケーション能力の向上に資する

TOEICスコア上昇のための指導」（具体的には，リスニ

ング力，語彙力，文法力の指導）と位置付けた。

2.2 学習者のニーズに応えるCALL授業

上記のようなニーズを持つ学習者であるが，実際の授

業においては，羽鳥（2005）が指摘するように ，「授業

中にこっちが説明している最中に平気でしゃべってい

る，自分に向かってじかにいわれたこと以外は注意して

聞こうとしない」という態度の学生が増えている。この

ような学習者の多い大人数クラスで講義形式の授業を成

り立たせるのは容易ではない。

幸い，コンピュータルームを使用することができたの

で，学習者が個別にタスクに集中できる学習形態である

CALL授業を2001年から行なってきた 。これまでの

５年間の授業実践を通じて，より効率的なCALL教材の

開発や，CALL授業学習支援システムの構築を進め，そ

の教育効果を測定・検証してきた 。現在は表１に示した

学習効率の高い９種類のCALL教材の中から１)リス

ニング力養成用教材 ，２)語彙力養成用教材 ，

３)文法力養成用教材を組み合わせることによって ，

学習者のTOEICスコアを半期で50点前後上昇させる

ことが可能になっている 。

2.3 CALL授業の課題

この５年間でCALL授業は着実に成果を上げてきた

が，新たな課題も生じている。まず，１)リスニング力養

成用教材に関して，学習者は文の区切りがよくわからな

いため，リスニング教材のトランスクリプトを正確に音

読できない。文の構造，すなわち句構造を理解していな

いためである。２)語彙力養成教材に関しては，あらかじ

めソフトウェアに実装された単語と用例を超える学習が

できないため，語義の多義性，品詞の区別，コロケーショ

ンといった「意味」や「文法」につながる応用の利く語

彙指導ができない。３)文法力養成教材に関しては学生

の学力低下の影響を深刻に受けている。学生に「aと the

表１ 現在使用しているCALL教材

教材の目的 教 材 名

リスニング
First
 

Listening
 
Introduction to

 
College Life

 
College

 
Life

語彙
TOEIC
 

Voc.1
 

TOEIC
 

Voc.2
 

TOEIC
 

Voc.３

文法 名詞句 動詞句 語形変化
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は何詞ですか」と尋ねても，「冠詞」と答えられる学生は

５人に１人ぐらいで，「expandの変化形を言ってくださ

い」，「形容詞と副詞の違いを述べてください」と尋ねて

もほとんどの学生は答えられない。CALL授業で使用し

ている文法力養成教材は中学校終了レベルの基礎的な品

詞の名称や概念を習得していることを前提として作成さ

れているため，学習者に冠詞，可算名詞，変化形，受動

態などの基礎的な事項を説明し，基本的な文法知識を習

得させる必要がある。しかし，大学入学まで約６年間，

英文法を学習してきてこれらの文法事項の習得に不成功

だった学習者に，大学の授業で再び同じ学校英文法を繰

り返し説いてもおそらく聞こうとしないであろうという

ことは想像に難くない。

以上の課題への対応として，コーパスを活用して言語

使用の実態を自分の目で直接観察できるDDLの学習形

態が有効であろうと えた。次節で，これらの課題の解

決の可能性も含めてCALLとDDLを組み合わせる意

義について える。

2.4 CALLとDDLの比較

表２は日本大学生産工学部で実施しているCALLと

DDLの特徴を比較したものである。興味深いことは，

CALLとまったく逆に見えるDDLを取り入れることに

よって，両者の長所を維持したまま，短所を相互に補完

できる点である。「学習活動の形態」に関しては，現状の

CALLは個別学習なので，学習者同士のコミュニケー

ションは少なく，毎年小人数ながら「孤独だ」という感

想が聞かれる。これに対し，DDLではペア学習を取り入

れているので学習者は相談し合い，助け合いながら協同

してタスクをこなしていく。

「指導の形態」に関しては，CALLでは教師は学習支援

者として全員に指示を出したり，小テストを実施したり

する以外には一斉指導を行なっていない。一方，DDLで

はペア学習の後に一斉指導の形態でタスクの成果を確認

する時間を設けている。一般的に学習者には個別学習へ

の欲求とともに一斉学習への欲求の両方が存在すること

が報告されているので ，両者の学習形態を取り入れる

ことは有効であると えられる。

「学習の特徴」として，CALLではプログラム学習に

よって，比較的多量の学習内容を効率的に習得すること

が可能である。一方，DDLではタスクをこなすことに

よって帰納的に法則を導いていく発見学習を行なうた

め，学習効率の点からは非効率的であるが，比較的少量

の厳選された課題をより深く学習することができる 。

「教材の目的」に関しては，現在CALLで使用している

教材は学習者のニーズに合わせて，リスニング力養成，

語彙力養成，文法力養成という特定の目的達成に向けて

個別に作成されたものである。一方，DDLはこれらの教

材で対応しきれない多様なニーズに柔軟に対応できる。

たとえば，日英パラレルコーパスを使えば，語義の多義

性，文法の基礎事項，作文，コロケーションの学習など

多様な目的に対応することが可能である 。

2.5 CALLとDDLの組み合わせ方

上述したようにDDLはCALL教材で対応しきれな

い多様なニーズをサポートすることができるので，図１

に示すCALL教材とDDLとの関連が自然に決定され

てきた 。具体的には，DDLを活用して高頻度に出現す

る語義，品詞，コロケーション等のパターンを観察する

ことによって，CALL語彙力養成教材に不足していた，

語義の多義性，品詞の区別，コロケーションといった多

様な語彙指導が可能になる。また，可算・不可算名詞，

屈折形や派生形，受動態や完了形などの規則的なパター

ンを繰り返しDDLで観察することによって，学習者は

これまでに蓄積してきた断片的な文法知識を活性化さ

せ，CALL文法力養成教材の学習に必要な基礎的な文法

事項を身につけることが可能になる。そしてDDLと

CALL語彙・文法教材の学習から語彙や文の基礎的な仕

組みを理解することによってさらなるリスニング力の伸

長が可能となる。以上のようにDDLを位置付ける方向

でCALL授業の有効性をさらに高めていくことができ

ると える。

表２ 現在実施しているCALLとDDL学習の特徴

CALL  DDL

学習活動の形態 個別学習 ペア学習

指導の形態 一斉指導なし 一斉指導あり

学習の特徴

比較的多量の課題

を効率的に学習

演繹的学習

プログラム学習

比較的少数の課

題を深く学習

帰納的学習

発見学習

教材の目的 単一目的教材 多目的教材
図１ CALLとDDLを組み合わせた指導のイメージ
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2.6 シラバスの分類

ここで，本稿で構築したコーパスに基づいたシラバス

は語彙シラバスに属するか文法シラバスに属するのかを

えてみたい。コーパス言語学の発達とともに，「語彙」

と「文法」を明確に区切ることは難しくなってきたと言

われる 。これらは時に lexicogrammarと呼ば

れ ，Willis（1990；2003）は従来「文法」に属すると

えられてきた概念も「語彙」の相として えるとうまく

指導できるとして lexical  syllabusを提唱した 。

Schmitt（2000：14）も語彙と文法を‘partners in synergy
 

with no discrete boundary’（明確な境界のない協働パー

トナー）と えるとよいとした 。「検索語」を入力する

ことからスタートするDDLは ，word-basedの lexi-

cal syllabusの１種と えられよう。実際，例えば，本稿

ではcompleteという検索語を利用して，(1)語義の多義

性，(2)動詞の変化形，派生形としての副詞と名詞，(3)同

綴異義語，(4)名詞句，(5)動詞句，(6)受身形と完了形，(7)

副詞のコロケーション等の語彙と文法の両方を指導する

DDLタスクを作成した。これらのタスクを「語彙」か「文

法」かのどちらかに分類することは不可能と思われる。

2.7 大学１・２年生のシラバスの例

表３に，具体的にCALLとDDLを組み合わせた大学

１・２年生の一般英語のCALL授業計画を示した。まず，

１年生前期でコミュニケーション力の向上に効果的な

CALLリスニング教材（初級）を指導するとともに，１

年生後期のDDLに必要なコンピュータスキルを養成す

る。１年生後期でDDLを導入し，lexical syllabusに基

づく教材を使い，語彙と文法の基礎を指導する。２年生

前期ではその基礎の上にCALL教材を使用してさらに

リスニング力と語彙力を伸ばす。２年生後期では１年次

よりも高度なDDLによる語彙・文法学習を進めるとと

もに，CALL文法ソフト教材を使用して名詞句，動詞句

といったコミュニケーション力養成に必要な文法項目の

基礎を確立し，以後の３，４年生，大学院での英語授業

の有効性を高める。なお，次に報告する指導実践は１年

生後期にあたる。

３.日英パラレルコーパスを利用した指導実践

3.1 実施環境

日英パラレルコーパスを利用したDDL指導実践の詳

細は以下のとおりである。

授業科目名：「コミュニケーションⅡ」（必修）

学習者：理工系の大学１年生，４クラス，計121名

指導期間：2005年９月～12月 週１回90分

コーパス利用時間と回数：7.5時間（45分×10回）

施設：コンピュータルーム，CD-ROM 使用

検索プログラム：ParaConc

コーパス：日英新聞記事対応付けデータ

検索語：「TOEIC語彙１」 の10ユニット（各20語）

より毎回７～10語前後

DDLタスク：毎回20問前後（ハンドアウト１枚）

学習と指導の形態：ペア学習と一斉指導

3.2 コーパス利用学習の指導目標

本実践におけるDDLの指導目標は次のとおりであ

る。

１) コーパスに慣れ親しませ，初歩的な検索スキルを

指導すること

２) 英語と日本語の語彙の「多義性」に対する気づき

を導くこと

３) 文構造を理解する基礎となる，品詞，屈折形や派

生形，コロケーション，句等の基本的文法知識を指

導すること

４) コーパスに見られる言語の規則的なパターンの発

見から帰納的に文法をとらえることで，言語におけ

る文法の役割，意義，面白さに気づく。英語の苦手

意識はあるものの，文法を通じても英語力を向上さ

せたいという学習者の意欲に応える指導を行なうこ

と

５) ペア学習，一斉指導，発見学習等の学習形態を通

して学習結果が「記憶に残る」授業を目指すこと

3.3 授業の流れ

表４に示した授業の流れに沿って，90分授業の中盤45

表３ CALLとDDLを組み合わせた大学１・２

年生の英語シラバス

CALLリスニング（初級）
前期

コンピュータスキル
１年

DDL 1（初級）
後期

CALL語彙１

CALLリスニング（中級）
前期

CALL語彙２
２年

DDL 2（中級）
後期

CALL文法

表４ CALLとDDLを組み合わせた授業の流れ

授業の流れ 時間 内容

導入と復習 15分 導入と復習テスト

30分 コーパス利用学習（DDL）

展開 15分 DDLタスクのまとめ

20分 CALL語彙力養成教材学習

定着の確認 10分 定着確認テスト
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分間にコーパスを利用したDDLを行なう。学習者は15

分間の導入と復習テストの後，ハンドアウトに提示され

た約20問のDDLタスクを，ペア学習の形態でパート

ナーと相談しながらコーパスを検索して解答していく。

約30分のDDL作業の後，15分間はクラス全体での確認

の時間にあてられる。DDLタスクの検索語は続いて学習

するCALL語彙力養成用教材の学習語彙20語の一部な

ので，DDLはCALLの事前学習であり，CALLはDDL

の事後学習に相当する。そして授業の最後に定着確認テ

ストを行ない学習の理解を確認する。

3.4 DDLタスク

今年度のDDL指導実践の中から，タスク例を表５に

示し，全10回のタスクをAppendix 1に付した。新聞英

語は難易度が高いので ，各回のタスクの割合は比較的

容易なもの，例えば表５の①②③を70％，④⑤⑥のよう

に少し難しいものを30％として難易度を調整した。タス

クは１枚のハンドアウトに提示し，問題番号が後のタス

クほど難易度が高く，レッスンの回を重ねるごとに難易

度が上がるように，また少しずつ新しいタイプのタスク

を加えるようにした。そうすることで常に学習者に適度

な学習負荷を与え続け，飽きることなく学習を継続させ

ることが可能となる。タスク作成のポイントはAston

（2001：41-43) ，中條他（2005） を参照されたい。毎時，

第１問目のタスクは教師がソフトウェアの操作をスク

リーンに映しながら学習者と一緒に行なった。以降も必

要に応じてデモンストレーションを行なった。操作方法

を忘れてしまった場合に参照できるように日本語の操作

マニュアルを教室およびWeb上に常備した。最新の操

作マニュアルをAppendix 2に付した。

3.5 効果の検証

3.2に掲げた目標が達成されたかどうかを検証するた

め，10回目のDDL学習終了後，Webブラウザを使用し

て学習者の感想と意見を収集した。また，毎回，DDL作

業の終了時にハンドアウトに感想を一言書いてもらった

ものを収集して，学習者の感想の変化を観察した。

４.結果

本節では，2005年度の指導実践の終了後，学習者から

収集した評価と感想を観察することによって，コーパス

を利用した実践授業の効果を検証し，今後のコーパス利

用の英語指導への示唆を得る。紙幅の都合上，学習者の

全データを掲載できないので，DDL授業実践を経験した

４グループのうち，「英語が好き」という学習者が比較的

多いC1グループと「英語は好きでない」という学習者が

比較的多いC2グループのデータを示した。他の２グ

ループのデータは全般的な傾向としてC1とC2の間に

位置していた。なお，分析の際には遅刻・欠席の多い学

習者のデータを除外した。

表５ DDLタスクの例

（ターゲット語の＊は変化形・派生形を含めるためのワイルドカード，→の右側は解答例）

① ターゲット語に対応する日本語訳のうち多いものを捜す（対応する日本語訳は複数）

complet → 完成，完了，完全，終了

② 変化形と派生形を捜し，対応する日本語訳をつける

predict → 変化形：predict，predicts，predicted，predicting（予測する）

派生形：prediction（予測，予知) predictable（予測可能）

③ 変化形と派生形を捜し，品詞名をつける

origin → 変化形：origin，origins（名詞）；originate，originates，originated，originating（動詞）

派生形：original（形容詞）；originally（副詞）

④ ターゲット語を含む句例を捜し，日本語訳をつける

financial→ financial market（金融市場)，financial system（金融システム）

financial institution（金融機関)，financial crisis（金融危機）

⑤ ターゲット語の前後に来る単語のうち多いものを挙げる

cashの直前に来る単語 → in
 

additionの直前に来る単語 → in
 

suggest の直後に来る単語 → that
 

responsibleの直後に来る単語 → for

⑥ ターゲット語の前後に来る単語，品詞，文型などを挙げる

動詞affectの前に多い単語 → adversely，directly，greatly，seriously（副詞）

副詞completelyの後に多い単語 → different，new（形容詞）；agree，change（動詞）

形容詞completeの後に多い単語 → picture，form，victory，ban（名詞）

動詞completedの前に多い単語 → be，been，was（受身形）；has，had（完了形）
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4.1 学習者の傾向

表６にC1，C2の英語に対する意識に関する評価を示

した。質問項目に対して「強くそう思う(５)」から「全

くそう思わない(１)」の５段階評価を行ない，評定点の

平 を示した。表６のC1，C2の各列の上段は人数，下

段は％を示し，網掛け部分は各学習者グループの意見の

中で１番と２番に回答者数の多い評価値を示す。C1で

は「英語が好き」という５と４の肯定的評価が70％を占

め，C2では「英語は好きでない」という２と１の否定的

評価が52％を占めた。C1，C2とも英語に対して苦手意

識が強く，「英語力に自信がない」学習者はC1で77％，

C2で91％であり，C1，C2を合わせた40名全体での平

評定は1.7である。なお，2004年４月に行なった英語

習熟度テストの結果では，C1とC2の平 TOEICスコ

アはそれぞれ259点，207点と推定されている。このよう

な学習者がDDLに対してどのような評価を与えたかを

以下に記す。

4.2 DDL授業方法に対する評価

DDL授業に対する学習者の評価を表７に示した。「①

課題は易しかった」という質問項目に対して，C1で一番

多い評価は「どちらともいえない」（３の評価）が47％，

２番目に「そう思う」（４の評価）で29％であった。C1

の学習者は課題を難しくも易しくもなく，適切なレベル

と感じ，易しいと感じていた者もあったと思われる。一

方，英語は好きでない学習者が多いC2では「易しいとは

思わない」(１と２の評価）という意見が65％（30％＋

表６ 学習者の英語に対する意識

C1（17名) C2（23名)
質 問 項 目 評定平

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

7 5 2 2 1 3 5 3 6 6
英語は好きである 3.2

41％ 29％ 12％ 12％ 6％ 13％ 22％ 13％ 26％ 26％

0 1 3 9 4 0 0 2 6 15
英語力に自信がある 1.7

0％ 6％ 18％ 53％ 24％ 0％ 0％ 9％ 26％ 65％

５：強くそう思う ４：そう思う ３：どちらともいえない

２：そう思わない １：全くそう思わない 上段は人数，下段は％

表７ DDL授業方法に対する全般的な評価

C1（17名) C2（23名)
質 問 項 目 評定平

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

2 5 8 1 1 0 3 5 7 8
① 課題は易しかった 2.7

12％ 29％ 47％ 6％ 6％ 0％ 13％ 22％ 30％ 35％

0 2 5 4 6 10 6 2 2 2
② 検索課題数は多かった 3.1

0％ 12％ 29％ 24％ 35％ 45％ 27％ 9％ 9％ 9％

4 6 2 2 3 11 7 3 1 1
③ 練習時間は短かった 3.8

24％ 35％ 12％ 12％ 18％ 48％ 30％ 13％ 4％ 4％

6 10 1 0 0 5 9 6 1 2
④ 教師の指示は分かり易い 3.9

35％ 59％ 6％ 0％ 0％ 22％ 39％ 26％ 4％ 9％

5 6 3 3 0 3 8 9 2 1
⑤ ハンドアウトは使い易い 3.6

29％ 35％ 18％ 18％ 0％ 13％ 35％ 39％ 9％ 4％

12 4 1 0 0 7 10 2 3 1
⑥ ソフトの使い方に慣れた 4.2

71％ 24％ 6％ 0％ 0％ 30％ 43％ 9％ 13％ 4％

2 5 4 3 3 4 8 5 2 4
⑦ ソフトのスピードは速い 3.2

12％ 29％ 24％ 18％ 18％ 17％ 35％ 22％ 9％ 17％

3 5 3 5 1 3 5 5 5 4
⑧ ソフトの操作性は良い 3.0

18％ 29％ 18％ 29％ 6％ 14％ 23％ 23％ 23％ 18％

５：強くそう思う ４：そう思う ３：どちらともいえない

２：そう思わない １：全くそう思わない 上段は人数，下段は％
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35％）を占めた。

これと関連して，「② 検索課題数は多かった」との項

目に同意する回答はC1では12％（０％＋12％）にすぎ

なかったが，C2では72％（45％＋27％）を占めた。学習

者の英語に対する意識と英語レベルによってタスクの難

易度と課題数に対する受けとめ方がかなり異なることが

判明した。

「③ 練習時間」について，C1の59％（24％＋35％）

とC2の78％（48％＋30％）が練習時間は「短かった」

と回答した。もう少し時間に余裕のある授業設計を検討

したい。ただし，2004年度に行なった最適練習時間に関

する質問においては，「約20分から30分程度のDDLが

集中力も持続し，活発な授業展開が可能と思う」という

結果が出ている。DDLのような発見学習の場合，学習時

間をあまり長くすると，時間をもてあます学習者も見ら

れるので，学習状況に応じて，課題数を柔軟に調整しな

がら指導することが必要と思われる。

「④ 教師の指示は分かり易い」に対する肯定的な評価

はC1が94％（35％＋59％），C2が61％（22％＋39％），

「⑤ ハンドアウトは使い易い」に対する肯定的な回答は

C1が64％（29％＋35％），C2が48％（13％＋35％）で

あった。教師の指示，ハンドアウトについての否定的な

評価は少なく，特に問題はなかったと判断されたものの，

英語への苦手意識の強い学習者グループに対して，より

丁寧な指導が必要なことが明らかになった。

「⑥ ソフトの使い方に慣れた」という回答はC1の

95％，C2の73％が肯定的意見で，両グループ合わせた評

定平 も4.2と非常に高く，DDLの第１の目標であった

「コーパス検索に慣れ親しみ，初歩的な検索スキルを身に

つけること」は達成されたと える。「⑦ ソフトのス

ピード」や「⑧ 操作性」については中程度の評価であっ

た。操作性に関しては2005年度は前年度と同じく，自由

筆記の意見に，１)日本語の部分的な文字化けと２)初

期設定の煩雑さが指摘された。１)はソフトウェア開発者

のMichael Barlow氏と協力して解決策を見出している

ので今後，この問題は解決される予定である 。２)につ

いても改善される見込みである。

4.3 ペア学習に対する評価

ペア学習について，学習者の５段階評価の結果を表８

に示した。「⑨ ペア学習は楽しい」という肯定的な評価

はC1で56％（50％＋６％），C2で65％（39％＋26％），

「⑩ ペア学習は意味がある」という肯定的な意見はC1

で48％，C2で74％であった。英語の好きでない学習者

が多いC2の方がペア学習に対する評価が高かった。

ペア学習を良いと思う理由を書いてもらったところ，

「わからない所をお互いに教え合える」「相談できるから

記憶に残りやすい」「ソフトを使いこなせるか心配だった

ので心強い」「課題を分担して効率良くできる」「会話が

できるから楽しい」など協同学習の良い点が挙げられて

いた。一方，良くない理由としては「ペアで分担すると

自分で調べなかった部分は記憶に残っていない」という

意見があった。

4.4 DDL授業の効果

DDL授業の効果に関する学習者の評価を表９に示し

た。パラレルコーパスを使った検索練習は「 語彙学

習に役立った」という肯定的評価はC1，C2とも82％

で，語彙学習としての効果は明白に認識されている。

「 文法学習に役立った」という肯定的評価はC1が

41％（12％＋29％），C2が78％（39％＋39％）であり，

英語が好きでない学習者の多いC2グループの評価が高

かった。C2の感想には「品詞の理解ができた」「活用形

が身についた」「品詞がわかってうれしかった」という感

想が多く見られ，「自分で調べて理解する」方式の文法学

習は英語の苦手意識の強い学習者の興味を引き出すこと

がわかった。DDLは remedial grammar（文法再学習）

の指導方法として有効と える。また，この評価から

DDLの３番目の指導目標であった「基本的文法知識を習

得すること」はある程度達成できたと判断した。

「 記憶に残り易かった」かという質問項目に対する

肯定的評価はC1が64％（35％＋29％），C2が65％（22

％＋43％）であった。2004年度はこの項目の評価が平

39％にとどまったため，2005年度の授業実践では記憶に

残りやすい指導を心がけた。その結果，評価値が飛躍的

に向上した。このことから，DDLの５番目の指導目標で

表８ ペア学習に対する学習者の評価

C1（17名) C2（23名)
質 問 項 目 評定平

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

8 1 6 1 0 9 6 3 2 3
⑨ ペア学習は楽しい 3.7

50％ 6％ 38％ 6％ 0％ 39％ 26％ 13％ 9％ 13％

4 4 6 3 0 11 6 3 2 1
⑩ ペア学習は意味がある 3.8

24％ 24％ 35％ 18％ 0％ 48％ 26％ 13％ 9％ 4％

５：強くそう思う ４：そう思う ３：どちらともいえない

２：そう思わない １：全くそう思わない 上段は人数，下段は％
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あった「記憶に残る授業を目指すこと」は達成できたも

のと判断した。2005年度の授業で心がけたことは具体的

には，以下の５点であった。まず，１)DDL作業中には

必ずペアで解答に至った理由を確認し合いながら解答す

るよう指導した。２)所定のDDL課題終了時間になった

ら全員ソフトを終了させ，ペア学習で得られた結果を学

習者が全員の前で発表し，成果を共有する場を設けた。

また，３)検索結果を記入したハンドアウトの最後に感

想を一言書くように促し，その日の活動を振り返らせる

ように指導した。４)その後，ハンドアウトを提出させ，

チェックを入れて授業終了時に返却するようにした。５)

翌週の復習テストで前回のDDLタスクに関する設問を

小テストに出題した。以上のように，記憶の保持を促進

する活動を行ない，学習作業ごとの達成度をひとつひと

つ評価し，継続的な学習の動機付けへとつながる「結果

のフィードバック」をタイミング良く与えることを心が

けた。今後もこのようなプロセスを継続的に実行できる

ような授業設計を行ないたいと える。

4.5 CALLとDDLを組み合わせた授業全般に対する評

価

CALLとDDLを組み合わせた授業全般に対する学習

者の評価を表10に記した。「 CALL/DDLクラスの

授業は楽しかった」という項目に対する肯定的評価は

C1が82％（35％＋47％），C2が52％（26％＋26％）で

あった。また，「 CALL/DDLクラスは英語の力がつ

くと思う」という項目に対する肯定的評価はC1が59％

（12％＋47％），C2が69％（30％＋39％）であったことか

ら，CALLとDDLを組み合わせた授業は楽しいだけで

なく，力もつくことを学習者が認めていることがわかる。

最後に，「 今後もCALL/DDLクラスで学習を続け

たい」という項目に対する肯定的評価はC1が76％

（35％＋41％），C2が73％（43％＋30％）という高い評価

を得られた。

4.6 学習者の感想の変化

第１週から第10週までの10回すべてに感想を寄せた

２組の学習者ペアの10週分の感想を表11と表12に示

した。学習者が興味を持続させてタスクに取り組んでい

る様子，徐々に検索スキルを身に付けていく様子がうか

がえる。これらの感想からも，１番目の指導目標であっ

た「初歩的な検索スキル」の指導は達成できたと判断で

きる。

4.7 学習者の感想

今回の実践に対する学習者の具体的な意見を調査する

ため，「今までの英語学習と違うと思う点を書いてくださ

表10 CALL/DDL授業全般に対する学習者の評価

C1（17名) C2（23名)
質 問 項 目 評定平

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

6 8 3 0 0 6 6 5 5 1CALL/DDLクラスの授業

は楽しかった
3.8

35％ 47％ 18％ 0％ 0％ 26％ 26％ 22％ 22％ 4％

2 8 5 1 1 7 9 3 3 1CALL/DDLクラスは英語

の力がつくと思う
3.7

12％ 47％ 29％ 6％ 6％ 30％ 39％ 13％ 13％ 4％

6 7 3 1 0 10 7 3 1 2今後もCALL/DDLのよ

うなクラスで学習を続けたい
4.0

35％ 41％ 18％ 6％ 0％ 43％ 30％ 13％ 4％ 9％

５：強くそう思う ４：そう思う ３：どちらともいえない

２：そう思わない １：全くそう思わない 上段は人数，下段は％

表９ DDLの授業の効果に対する学習者の評価

C1（17名) C2（23名)
質 問 項 目 評定平

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

6 8 1 2 0 9 10 4 0 0
語彙学習に役立った 4.2

35％ 47％ 6％ 12％ 0％ 39％ 43％ 17％ 0％ 0％

2 5 3 4 3 9 9 2 2 1
文法学習に役立った 3.6

12％ 29％ 18％ 24％ 18％ 39％ 39％ 9％ 9％ 4％

6 5 4 2 0 5 10 3 4 1
記憶に残った 3.7

35％ 29％ 24％ 12％ 0％ 22％ 43％ 13％ 17％ 4％

５：強くそう思う ４：そう思う ３：どちらともいえない

２：そう思わない １：全くそう思わない 上段は人数，下段は％
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い」「パラレルコーパスを使った学習で発見したことを書

いてください」という質問に対するC1とC2学習者の

自由筆記の回答を収集した。回答は内容ごとに整理し，

表13に記した。

(1)よりパソコンを使用する学習が高校までの英語学

習と異なっており， 目新しさ」が学習者の関心を引いた

ことがわかる。また，(2)よりコーパスを利用して「調べ

る」発見学習も高校までの英語学習と異なっており，学

習者の自発的な学習の促進につながっているようであ

る。

(3)の変化形や派生形などの「言語の規則的なパター

ン」や(4)の「たくさんの実例」，そして(5)の新聞という「実

際の使われ方」の観察が学習に有効だったという感想か

ら，DDLの４番目の指導目標であった「コーパスに見ら

れる言語の規則的なパターンから帰納的に文法を発見す

ること」がある程度達成できたと判断した。

また，(6)から指導目標の２番目の「日本語・英語の語

彙の多義性に対する気づきを導くこと」ができたと判断

した。(7)から全般的に学習者は授業に集中して楽しく取

り組んだことがうかがえる。

「(8) 検索練習で困ったこと」に挙げられた意見は今

後の課題である。①と②の練習時間の不足と，課題数が

多かったことに関しては，余裕のある授業設計を行ない

たい。③の「いっぱい意味が出てきて，どれが正解かわ

からないことがあった」という感想は重要である。実践

に用いたDDLタスクはトピック別の単語から構成され

ている lexical syllabusに基づいている。lexical sylla-

busは大量の語彙を習得するような学習活動よりはある

程度進んだ学習段階において既習語を最大限に活かして

取り組むような学習に向いているという指摘もあ

る 。既習語の知識が少ない初級者には，模索しなくて

も正解を導くことが可能なタスクが必要である。④の「自

分の期待している意味が出なかったことがあった」とい

う指摘にもターゲット語を選定する時に学習者が迷うこ

となく明確な結論に達するような単語をタスクの対象に

するよう注意が必要であることがわかる。③と④につい

てはAston（2001：41-43）のタスク作成上の注意点に従

うと同時に ，教師は学習者の目線でタスクを作成する

ことを心がけなければならないことを再確認させられ

た。⑤と⑥のソフトウェアの操作に関する改善要望は，

2004年度に比べると減少した。その理由として，今回は

実践回数が10回であり，前回の２倍近かったことから学

習者が操作方法に慣れたこと，毎時の授業においてソフ

トの使用開始時に教師がデモンストレーションを行なっ

て操作に自信のない学習者も教師について操作できたこ

と，日本語の操作マニュアルを学習者の手元に置いたこ

と等が えられる。⑦の「一部の漢字の文字化け」は

Barlow氏の協力でほぼ解決しそうである。⑧の「家で使

表12 第１週から第10週までの学習者ペアの感想例２

１週
ねらった単語がきちっとでてきて，とてもよ

かった。

２週

今日もたくさん検索単語が出てきて勉強になり

ました。少し難しかったが，辞書より速く出て

くるので便利だと思う。

３週

名詞句もすぐに検索できて良かった。もっと早

くにSORT（1L2L）のやり方を知っておけば

もっと早くできたかもしれないと思った。

４週
わりと早くできるようになった。今日は

HotWordsにうまい訳が出なかった。

５週 前より早くおわるようになった。

６週
advanced sortを使いこなすと，うまく検索で

きた。advanced sortをもっと上手に使いたい。

７週
SORTの方法にもさまざまなものがあって，検

索の幅が広がった。

８週
動詞句をみつけるのに手間取った。不可算名詞

をよく知らなかったので苦労した。

９週
分担してやったので早くおわった。日本語の検

索と英語検索を分けるのが難しかった。

10週
reserve のコンコーダンスラインから「何の予

約が多いか」を探すのが大変だった。

表11 第１週から第10週までの学習者ペアの感想例１

１週
操作が複雑でわかりにくかった。初めて触れた

ソフトで驚きもしたし，楽しかった。

２週
先週よりスムーズに進んだ。初めの方のやり方

（フォントの調整）が覚えきれなかった。

３週
徐々に慣れてきた。今日は忙しかった。品詞を

決めるのに意外と時間がかかった。

４週 今日はうまくいかなかった。操作にとまどった。

５週
慣れた。今日は全部できた。しっかり覚えてこ

よう。

６週
今日はスムーズにできた。今回は時間がたっぷ

りあったから気楽にできた。

７週
よくできた。コンコーダンスラインから日本語

対訳をさがすのは大変だった。

８週
今日は知らないことが多かったので難しく感じ

た。

９週
スムーズに進められてよかった。日本語から探

すのが難しかった。少し大変だった。

10週
よくできた。急に名詞の sが付くか付かないか

が難しくなった。しっかり覚えます。
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表13 DDLに対する学習者の感想の一部

(1) 今までの英語学習と違っていること

① 教科書を使わないこと

② ペア学習で，パソコンを使っていること

③ あまり英語学習を感じさせない

(2) 自分で調べること

① 自分で調べるので理解することができ，文法についてもだんだんわかってきた

② 自分で調べて学習するから頭にしっかりはいる

③ 自分達で単語を調べることで，新しいことを自分達で発見できること

④ 新しい単語を調べるだけでなく，活用まで覚えるスタイル

⑤ 暗記ではなく，体で学習できた

⑥ 受身じゃなくていいと思う

⑦ 自発的であること

⑧ 理系らしい学習の仕方であるところ

(3) 変化形や派生形を理解できたこと

① 今までにないやり方で変化形の理解に役立った

② 楽しい。動詞の変化形，１つの単語の名詞句，動詞句の使い方が一目でわかるからおぼえやすい

③ 色々な方法に並べ替えたり出来て，探し易かったり比較し易かった

④ 名詞，形容詞，副詞など一気に調べられる。見やすい。おもしろい

⑤ 単語の品詞を えるようになった

⑥ 変化形を目で見れる

(4) たくさんの例を見られたこと

① 例文をたくさん見ることができた

② 辞書などで調べるより，たくさんの事例が見れてわかりやすかった

③ 例文がたくさんあるので，自分で え易い

④ 知らない用例が発見できる

(5) 実際の英語の使われ方を見られたこと

① 実際の英単語の使われ方に触れることができてよかった

② 実際に使われている文章なので，どのように使われているのかが分かった

③ 実際の新聞から用いているので内容が現実的でわかりやすかった

④ 実用的な例文を使うことでその語彙の使い方が記憶に残った

⑤ どういう場面でその単語が多く使われているかがわかった

(6) 単語の多義性

① ひとつの単語からたくさんの意味がでてくること

② 単語の意味もいろいろな意味があるのだと思った

③ 辞書に載っている訳と実際に多く使われている訳は違うということ

④ ふだん使われない単語の意味があった

(7) 全般的な感想

① 短期間に徹底的に授業に取り組めた

② 集中的に単語を学習できた

③ 慣れると楽しい

④ 活用形が身についた。楽しく授業ができた

⑤ 辞書より実践的だと思う

⑥ 辞書とは少し違う意味があり自分にとっては新しい発見でした

(8) 検索練習で困ったこと

① 時間が足りないことがあった

② もうちょっと問題数を減らしてほしい

③ いっぱい意味が出てきて，どれが正解かわからないことがあった

④ 自分の期待している意味が出なかったことがあった

⑤ 使い慣れるのが大変だった

⑥ 検索の操作が難しかったところ

⑦ 家で使えないこと

⑧ 一部の漢字の文字化け
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えない」という要望の対応として，Web上で検索可能な

Text Searcherを開発している 。機能はParaConcに

は及ばないが今後，機能を付加して改善していく予定で

ある。

５.今後の課題

本研究の目的は一般英語授業においてコーパス利用を

試みることであった。英語を苦手と感じる学習者が，半

期間のDDLを「楽しい」「実践的だ」「受身じゃなくてい

い」「文法についてだんだんわかってきた」と答えている

ことは，英語の苦手意識はあるものの，文法を通じても

英語力を向上させたいという学習者の意欲に応える指導

を行なうことができたと える。以上，前節で述べた学

習者の評価と感想を総合して，3.2にコーパス利用学習

の目標として掲げた５項目はほぼ達成できたと判断し

た。

コーパスの教育利用は緒についたばかりである。2004

年度の指導実践に続いて，日英パラレルコーパスを

ParaConcと組み合わせ，TOEIC語彙を検索語として，

「何を指導できるのか」を模索しつつ，学習者の反応を見

ながら教材を作成して授業を行なってきた。英語の苦手

意識の強い初級学習者を対象として，remedial  gram-

marとも呼べる語彙・文法コースウェアを作成すること

ができた。最終的に英語初級学習者に，文構造を理解す

る基礎となる，品詞の区別，屈折形や派生形の認識，コ

ロケーションの知識，句の知識等を指導し，帰納的にこ

れらを理解させることができたと える。しかしながら

本稿におけるDDLの教育効果は主として主観的な感想

に基づいている。客観的に教育効果を測るプリテスト，

ポストテストを作成し，具体的な指導項目に関する効果

測定を行なうことは，2004年度の実践に引き続き今回も

解決されずに残った。本実践で得られた知見を活かした

指導効果測定法の開発が今後の課題である。さらに，本

実践に続く中級用DDLコースウェアの作成，コーパス

利用学習のWeb教材への組み込みなども今後の課題で

ある。

＊ 本稿の一部は，立命館大学で開催された言語科学と言語

教育研究会シンポジウム：「英語教育におけるコーパスの

果たす役割(2)」における「コーパスに基づいたシラバスデ

ザインとその実践」（中條清美）（12/３/2005）に基づいてい

る。
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Appendix 1 Parallel Corpus用初級コースウェアの一部 （検索語：TOEIC語彙１）

検索語の＊は変化形・派生形を含めるためのワイルドカードを示す。

検索語は全ての変化形や派生形を抽出するために元の綴りの一部を省略していることがある。

紙幅の関係でタスクの正解を省略しているものがある。また，逆に解答を多めに記載している場合もある。

変化形については基本形も含めて記載している。

１ Business

検索語 タスクおよび解答

develop ① 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
発展，開発，途上

② 次の変化形と派生形を見つけられたら□にチェックをつけよう。
□develop □ develops □ developed □ developing □ development

③ 「developing…」には次の２つの表現が多く出てきます。見つけられたら□にチェックをつけて，日
本語訳をつけよう。

□developing countries (途上国，開発途上国) □ developing nations (途上国，開発途上国)
④ developmentを調べよう。「…development」という形で非常に多い表現は？

economic development (経済成長)，technological development (技術開発)

protect ① 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
守る，擁護する，保護する

② 次の変化形と派生形を見つけられたら□にチェックをつけよう。
□protected □ protects □ protected □ protecting □ protection

③ protectionを調べよう。「…protection」という形で非常に多い表現は？

environmental protection (環境保護)，Environmental Protection Bureau (環境保護局)

environment ① 日本語訳のうち一番多いものは？
環境

② environmentalを調べよう。「environmental…」という形で非常に多い表現は？

environmental pollution (環境汚染)，environmental problems (環境問題)

environmental protection (環境保護)

expan 日本語訳のうち一番多いものは？
拡大

expandの変化形と派生形を書いてみよう。

expand，expands，expanded，expanding，expansion
 

financial 「financial…」という形で非常に多い表現は？

financial market (金融市場)，financial system (金融システム)

financial institution (金融機関)，financial crisis (金融危機)

regional 「regional…」という形で非常に多い表現は？

regional conflicts (地域紛争)，regional cooperation (地域協力)

regional development (地域開発)

２ Personnel (1)

agree 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
合意，協定

次の変化形と派生形を見つけられたら□にチェックをつけよう。
□agree □ agrees □ agreed □ agreeing □ agreement □ agreements

 
recommend 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。

勧告，推薦
次の変化形と派生形を見つけられたら□にチェックをつけよう。

□ recommend □ recommends □ recommended □ recommending □ recommendation
□ recommendations

 
require 日本語訳のうち多いものを４つ書こう。

必要とする，要する，要求されるもの，必要条件

require のコンコーダンスラインから動詞の変化形 (現在形，-s形，-ed形，-ing形），名詞の変化形（単
数形，複数形）を見つけよう。

require，requires，required，requiring，requirement，requirements
 

submi 日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
提出

submi のコンコーダンスラインから動詞の変化形 (現在形，-s形，-ed形，-ing形）と名詞を見つけて書
こう。

submit，submits，submitted，submitting，submission
 

detail 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
詳細，細部

benefits 日本語訳のうち多いものを５つ書こう。
給付，恩恵，受益，支給，享受

どのようなbenefitsが多いか，「…benefits」という名詞句を見つけよう。

insurance benefits (保険給付)，pension benefits (年金給付)
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３ Personnel (2)

manag 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
管理，経営，運営

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□manage ( ) □manages □managed □managing □management ( )
□managements □manager ( ) □managers ( ) □managerial ( )

responsib 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
責任，責務

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□ responsibility ( ) □ responsibilities ( ) □ responsible ( )

responsibilityを検索，SORTし，以下の（名詞）句を確認できたらチェックしよう。（ ）には品詞名を
書こう。

□a ( 詞)＋responsibility ( 詞) □ the ( 詞)＋responsibility ( 詞)
□ a ( 詞)＋heavy (形容詞)＋responsibility ( 詞)
□ the ( 詞)＋special ( 詞)＋responsibility ( 詞)of

 
responsibleを検索してみて，be responsible forの形で多く使われていることを確認したらチェックをつ
けよう。

□be responsible for
 

be responsible forの後に動詞が来る場合，その動詞はどのような形になっていますか。その例もあげよ
う。

ing形 be responsible for hiding facts，be responsible for preserving the environments
 

relat 日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
関係

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□ relate ( ) □ relates □ related □ relating □ relation ( ) □ relations
□ relative ( ) □ relatively ( )

relationsを検索，SORT(1L2L)し，「形容詞＋relations」という名詞句を見つけて書こう。
（例） bilateral relations (両国の関係)

diplomatic relations (外交関係)，economic relations (経済関係)

friendly relations (友好関係)

various 日本語のコンコーダンスラインを見て意味を３つ書こう。
いろいろな，さまざまな，各種の

「various＋名詞」という名詞句を見つけて書こう。(例) various area (様々な分野)

various fields (様々な分野)，various issues (様々な問題)，various levels (様々なレベル)

４ Meetings
 

encourag 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
奨励，勇気付け，励ます

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□encourage ( ) □ encourages □ encouraged □ encouraging
□ encouragement ( )

complain 日本語訳のうち多いものを書こう。
苦情

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□complain ( ) □ complains □ complained □ complaining □ complaint ( )
□ complaints

 
deal 日本語訳のうち多いものを書こう。

対処
次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。

□deal ( ) □ deals □ dealt □ dealing
右ソートをしてみて，deal のすぐ後にはどの単語が頻繁に来ているか見てみよう。

with
 

prepa prepa のコンコーダンスラインを見て，動詞の変化形（現在形，-s形，-ed形，-ing形），名詞の変化形
（単数形，複数形）を確認しよう。

prepare，prepares，prepared，preparing，preparation，preparations
右ソートをしてみて，prepa のすぐ後にはどの単語が頻繁に来ているか見てみよう。

for
 

suggest 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
示唆，暗示

suggest のコンコーダンスラインを見て動詞と名詞の変化形を確認して書き出してみよう。

suggest，suggests，suggested，suggesting，suggestion，suggestions
右ソートをしてみて，suggest のすぐ後にはどの単語が頻繁に来ているかを見てみよう。

that
 

origin 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
本来，もともと

次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品詞名を書こう。
□origin ( ) □ origins □ original ( ) □ originally ( ) □ originate ( )
□ originates □ originated □ originating
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５ Marketing
 

review 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
見直し，見直す，再検討

動詞 reviewの変化形を書こう。

review，reviews，reviewed，reviewing
 

forecast 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
予報，予測，天気

forecast の左にはどの単語が多く来ていますか？

(weather)forecast
 

prefer 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
好み，好む

prefer のコンコーダンスラインから，動詞の変化形，名詞の変化形，そして形容詞，副詞を見つけよう。

prefer，prefers，preferred，preferring，preference，preferences，preferable，preferential，

preferably
 

economy 日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
経済

economic economicallyの品詞は何でしょう。
副詞

economic activitiesのような名詞句を４つ探しましょう。

economic growth，economic cooperation，economic power，economic development
 

economicの後には主としてどういう品詞が頻繁に来ますか。 また，economicの品詞は何でしょう。
名詞 形容詞

affect 日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
影響，及ぼす，左右

affect のコンコーダンスラインでaffect の 1Lに来ている副詞 (-ly)に着目しよう。以下の用例を確認
したらチェックしよう。

□adversely affect (逆に影響する) □ directly affect (直接影響する)
□ greatly affect (大きく影響する) □ seriously affect (深刻に影響する)
□ be adversely affected by □ be directly affected by

これらの例から「副詞は（ ）を修飾する」ことがわかります。（ ）に入る品詞を答えよう。
動詞

６ Office Work
 

according コンコーダンスラインを見ると，accordingの直後に来ている単語で一番多いものは何でしょう。

(according)to
 

apply  applicationの日本語訳のうち多い意味を１つ書こう。applicationの動詞形を書こう。
適用 apply

 
file 日本語訳のうち多いものを４つ書こう。

提訴，起こす，告発，訴訟

file a complaintのような動詞句を２つ書こう。

file a lawsuit  file a suit
 

suit suit のコンコーダンスラインの日本語訳のうち多いものを４つ書こう。
訴訟，提訴，ふさわしい，スーツ

advanced sort (Search term-1L-2L)でソートして file a suitの意味を見つけよう。
訴訟を起こす

complet complet のコンコーダンスラインの日本語訳のうち多いものを５つ書こう。
完成，完了，完全，終え，終了

complet のコンコーダンスラインから次の変化形と派生形を見つけたら□にチェックをつけ，（ ）に品
詞名を書こう。

□complete □ completes □ completed □ completing ( ) □ completely ( )
□ completion ( )

completeのコンコーダンスラインには動詞の現在形と形容詞が混在します。まず，形容詞をみつけるため
にa complete pictureのように「冠詞＋形容詞＋名詞」の名詞句の例を３つ探しましょう。

a complete victory（完全勝利) a complete mastery（完全な習得）

a complete ban（全面禁止）
次は動詞のcompleteを見分けよう。completeの前に助動詞が来る次のような例をみつけられたら，
チェック

□must complete all studies □will complete the acquisition
動詞の completeは completedの形で多く使われます。advanced sortを使って次のような例をみつけた
ら，チェック

□be completed □ been completed □was completed これらは受身形です。
□has completed □ had completed これらは完了形です。

副詞のcompletelyの来る位置を見てみよう。advanced sortを使って次のような例をみつけられたら，
チェック

□completely different □ completely new □ completely agree □ completely change
副詞の completelyの後には主にどのような品詞が続きますか。

形容詞と動詞
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７ Money
 

cash  cashのコンコーダンスラインの日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
現金

コンコーダンスラインを見て，cashの左側に多く来ている前置詞を探してみよう。

(in)cash
コンコーダンスラインの例を参 にして「現金100万円」を英語で言ってみよう。

one million yen in cash
 

amount 日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
額

「a＋形容詞＋amount of＋名詞」という名詞句で量の多少をあらわすことができます。次の例をみつけた
らチェックしましょう。

□a huge amount of money（膨大な量の金) □ a large amount of data（膨大なデータ）
□a massive amount of bad loans（巨額の不良債権) □ a small amount of gas（微量のガス）

addition addition のコンコーダンスラインから，名詞，形容詞，副詞を探しましょう。
名詞 addition 形容詞 additional 副詞 additionally

 
additionの前後によく来る前置詞は何でしょう。

(in)addition，(in)addition (to)
「an additional＋名詞」の名詞句の例を２つ挙げて，日本語訳をつけよう。

an additional burden (追加負担)， an additional tax (追加課税)

addition のコンコーダンスラインでは，副詞additionallyはどの位置に多く現れていますか。
文頭

expensive 「a＋形容詞＋可算名詞」「形容詞＋可算名詞 (複数形)」という形の名詞句を挙げよう。

an expensive car，an expensive country，an expensive necklace，expensive restaurants，

expensive tickets，expensive coins
「形容詞＋不可算名詞」という形の名詞句を挙げよう。

expensive furniture，expensive jewelry
「less (副詞)＋形容詞＋可算・不可算名詞」という形の名詞句を挙げよう。

less expensive coins，less expensive dresses，less expensive equipment
「the (冠詞)＋most (副詞)＋expensive (形容詞)＋名詞＋前置詞句」という形の名詞句を挙げよう。

the most expensive building in the country，the most expensive parking lots in central Osaka

８ Purchase
 

examin コンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを３つ書こう。
試験，検査，吟味

examin のコンコーダンスラインから，動詞と名詞の変化形を探しましょう。

examine，examines，examined，examining，examination(s)，examiner(s)，examinee(s)
furniture
clothing
information

日本語訳のうち多いものを１つ書こう。 コンコーダンスラインに複数形があるかないかを確認しよう。

家具，備品/衣料，服/情報/複数形は出ない

sale
price
shipment

日本語訳のうち多いものを１つ書こう。 コンコーダンスラインに複数形があるかないかを確認しよう。

販売，売り上げ/価格，物価/出荷，積み出し/複数形あり

regular コンコーダンスラインの日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
通常，定期

「a regular＋名詞」「regular＋名詞 (複数形）」という形の名詞句を見てみよう。日本語訳もつけよう。

a regular customer（常連客) a regular flight（定期便) regular routes（正規ルート)

regular classes（通常授業）
「regular＋不可算名詞」という形の名詞句を挙げよう。日本語訳もつけよう。

regular speed (通常速度) regular staff（正規社員) regular traffic（通常の通行）

obtain 日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
入手，取得

「obtain a＋名詞」という動詞を中心とした動詞句［動詞＋補語（名詞句）］の例を挙げてみよう。

obtain a user ID，obtain a copy，obtain a license，obtain drugs，obtain jobs
「obtain a＋形容詞＋名詞」「obtain＋形容詞＋名詞（複数形）」という形の動詞句を挙げよう。

obtain a private helicopter，obtain a permanent seat，obtain a special license，

obtain good results，obtain illegal profits
「obtain＋不可算名詞」「obtain＋形容詞＋不可算名詞」という形の動詞句を挙げよう。

obtain information，obtain permission，obtain important information，

obtain personal information
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９ Daily Life

地元 localを含む英語の用例とその日本語訳を書こう。

(local) local economy（地元経済) local newspaper（地元紙) local residents（地元住民）
不動産 不動産価格，不動産業，不動産業者にあたる英語表現をさがしてみよう。

(real estate) real estate prices/real estate company，real estate agency(ies)，real estate industry/

real estate agent，realtor
便利 「便利さ」にあたる英語表現をさがしてみよう。コンコーダンスラインに複数形があるかないかを確認し

よう。

(convenience) convenience/複数形は出ない
食事 「食事」にあたる英語表現をさがしてみよう。コンコーダンスラインに複数形があるかないかを確認しよう。

(meal) meal，meals
 

remov コンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
除去，撤去

remov のコンコーダンスラインより，動詞 removeの変化形と名詞を抜き出そう。名詞には複数形がある
かないかを確認しよう。

remove，removes，removed，removing，removal/複数形は出ない

personal コンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
個人の

personalという形容詞を含む名詞句「a personal＋名詞」「personal＋複数名詞」の例を挙げてみよう。

a personal computer，a personal letter/personal computers，personal loans
「personal＋不可算名詞」という形の名詞句を挙げよう。

personal information，personal support，personal freedom，personal use，personal data，

personal consumption
 

medical コンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
医療の

medicalという形容詞を含む名詞句「a medical＋名詞」「medical＋複数名詞」の例を挙げてみよう。

a medical doctor，a medical clerk/medical studies，medical books，medical costs，

medical examinations
「medical＋不可算名詞」という形の名詞句を挙げよう。

medical information，medical waste，medical staff，medical care，medical support，

medical knowledge

10 Transportation

乗客 コンコーダンスラインを見て「乗客」に対応する英語を１つ書こう。複数形があるかないかを確認しよう。

(passenger) passenger/複数形あり
バスの他に「どういう乗物」の乗客か，英語で３つ答えよう。

airplane，ships，train，planes
 

fare fare のコンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
運賃

飛行機代，バス代，タクシー代，電車代をそれぞれ英語で言ってみよう。

air fare，bus fare，taxi fare，train fare
 

inform inform のコンコーダンスラインから，動詞と名詞の変化形を探しましょう。名詞には複数形があるかな
いかを確認しよう。

inform，informs，informed，informing/information/複数形は出ない

transport transport のコンコーダンスラインから，動詞と名詞の変化形を探しましょう。名詞には複数形があるか
ないかを確認しよう。

transport，transports，transported，transporting/transportation/複数形は１件のみ

reserv reserv のコンコーダンスラインから動詞と名詞の変化形を探しましょう。名詞には複数形があるかない
かを確認しよう。

reserve，reserves，reserved，reserving/reservation，reservations
 

seatの他に何の予約が多いか３つ探して英語で答えよう。

flight reservation，ticket reservation，hotel reservation，lunch reservation，room reservation
 

construct construct のコンコーダンスラインから動詞と名詞の変化形，形容詞と副詞を探そう。名詞には複数形が
あるかないかを確認しよう。

construct，constructs，constructed，constructing/construction(s)/constructive（建設的な）
/constructively（建設的に）

expect expect のコンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを２つ書こう。
期待，予想

expect のコンコーダンスラインから動詞と名詞の変化形を探しましょう。名詞には複数形があるかない
か確認しよう。

expect，expects，expected，expecting/expectation，expectations
動詞 expectの-ed形は受身形と完了形のどちらで多く現れていますか。

受身形 is expected，are expected
 

occur occur のコンコーダンスラインをよく見て，日本語訳のうち多いものを１つ書こう。
起きる

occur のコンコーダンスラインから動詞と名詞の変化形を探しましょう。名詞には複数形があるかない
か確認しよう。

occur，occurs，occurred，occurring/occurrence，occurrences
動詞 occurの-ed形は受身形と完了形のどちらで多く現れていますか。

完了形 has occurred，have occurred，had occurred
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Appendix 2 ParaConcを利用した日英パラレルコーパスの検索方法（Version 4）
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Concordancer:ParaConc(Barlow,2002) Corpus：日英新聞記事対応付けデータ（内山・井佐原，2003)



※Hot Wordsで得られる結果は機械的に抽出されたもの

です。「ハズレ」も多いので，「常識」を使ってください。
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注

注１) 使用したCALL教材「Listen to Me!シリーズ」

は，文部科学省科学研究費補助金による特定領域

研究「高等教育改革に資するマルチメディアの高

度利用に関する研究（領域代表者 坂元昴）の中

の計画研究「外国語CALL教材の高度化の研究」

（研究代表者 竹蓋幸生）の研究で制作されたもの

である。

注２) Michael Barlow（2005）は“most corpus linguists
 

give up the grammar/vocab distinction.”と述

べている。Stubbs（1993：14）は“There is no
 

boundary between lexis and syntax;lexis and
 

syntax are interdependent.”と書いている。また，

Schmitt（2000：14）は“One of the most impor-

tant current lines of thought is the realization
 

that grammar and vocabulary are fundamen-

tally linked.”と記し，両者の関連を lexicogram-

marと呼んでいる。

注３) ‘by taking the word as its point of departure’

(Willis,1990:91)

注４) 漢字の文字化けを解消するにはAppendix 2に付

した操作マニュアルの３ページ目の「困ったとき

その２」を参照されたい。

注５) Sinclair and Renouf (1988:155) “the lexical
 

syllabus does not encourage the piecemeal
 

acquisition of a large vocabulary, especially
 

initially.Instead,it concentrates on making full
 

use of the words that the learner already has,at
 

any particular stage.

(H18.１.10受理)
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